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【研究の背景・目的】 

 分子生物学の中心原理に示されるように、DNA

やRNAは遺伝情報の貯蔵や伝達を行うものと考え

られてきた。これに対し、遺伝情報をコードして

いないRNAが生命活動に多大の寄与を果たしてい

ることが分かってきた。ヒトゲノムプロジェクト

の中で DNA 分析法は多くの発展を遂げたが、RNA

特に小分子RNAについてはその分析法は未発達の

状況にあると言える。本研究では、小分子 RNA と

特異的に結合するリガンドの開発や小分子RNAを

高感度に検出する方法論を開拓すると共に「高感

度核酸検出用アレイチップの開発」を目指す。 

 

【研究の方法】 
 本研究では以下により「高感度核酸検出用アレ

イチップの開発」への展開を図る。 

[1] 核酸塩基を認識する蛍光性リガンドの開発 

 小分子 RNA に特異的に結合する、水素結合能を

有する蛍光性リガンドの設計・合成と機能評価を

行う。また、RNA 二重鎖中に構築した脱塩基 (AP) 

空間へのリガンド結合による塩基配列の選択的識

別を検討し、高性能のアレイチップの開発へと展

開する。 

[2] ナノ細孔内での核酸塩基認識 

 孔径数十 nm 程度のナノ細孔が集積したナノポ

ーラス膜を作製し、核酸塩基の高密度修飾による

検出能の向上を図る。またナノ細孔での過冷却効

果による検出能の向上を検討する。さらに開発し

たナノポーラス膜を用いた蛍光及び光導波路検出

によるハイスループットな核酸検出法を開発する。 

[3] アレイチップの開発 

 ナノポーラス膜と蛍光性リガンドの組合せに対

じて最適なアレイチップを設計し、小分子 RNA の

網羅的解析への展開を目指す。 

 

【期待される成果と意義】 
 本研究では、申請者らが開発してきた、水素結

合能を有する小分子による核酸塩基認識や生理活

性小分子認識、またナノポーラス膜による分離・

検出を統合して新たな計測法を開拓するもので、

分子認識化学、遺伝子分析、ナノ科学を融合した

領域での新たな学術創製を目指す。 

 本研究の成果は、分析化学のみならず、超分子

化学、ケミカルバイオロジー、ナノ科学、バイオ

テクノロジーなどの分野へ波及効果を及ぼすこと

が期待できる。 
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